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◆
済
生
会
新
潟
病
院
労
組 

 
 
 
 

丸
山
規
子
さ
ん 

第
７
分
科
会
・
医
療
政
策
と

看
護
労
働
に
参
加 

 

看
護
師
を
と
り
ま
く
情
勢

が
大
変
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
を
実
感
し
ま
し
た
。
私
た

ち

の

病

院

で

は
、
「
７

対

１
」
を
導
入
し
た
当
時
、
夜

勤
協
定
と
休
日
や
年
休
消
化

率
目
標
（
６
０
％
以
上
）
を

根
拠
に
し
た
定
数
協
定
を
結

び
、
そ
れ
を
守
っ
て
き
た
こ

と
で
夜
勤
月
８
日
以
内
な
ど

を
順
守
し
て
い
ま
す
。
労
働

組
合
が
強
か
っ
た
と
い
う
こ

と
の
結
果
だ
と
思
っ
て
ま

す
。
全
国
各
地
の
病
院
で
、

職
場
を
基
礎
に
労
働
組
合
が

強
く
な
っ
て
働
き
や
す
く
な

る
状
況
を
広
げ
た
い
で
す

ね
。
特
定
行
為
研
修
制
度
の

課
題
で
も
多
く
の
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
単

組
に
持
ち
帰
り
、
看
護
師
が

不
利
益
を
受
け
な
い
よ
う
労

使
協
定
を
結
べ
る
よ
う
に
し

た
い
。 

◆
千
葉
陽
子
さ
ん
（
山
梨
民

医
労
）
第
１
分
科
会
へ
参
加 

 

各
県
で
実
施
を
し
て
い
る

福
島
の
被
災
者
の
受
け
入
れ

と
被
災
者
検
診
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
自
分
た
ち
の
県

や
組
合
で
も
行
い
た
い
と
前

か
か
ら
考
え
て
い
た
が
、
そ

の
具
体
的
な
取
り
組
み
方
法

の
ヒ
ン
ト
と
な
る
報
告
が
あ

り
、
こ
れ
か
ら
先
の
自
分
た

ち
の
実
践
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
山
梨
に

帰
っ
た
ら
が
ん
ば
り
ま
す
！ 

 

遠
藤
友
紀
さ
ん
（
山
梨
民
医

労
）
第
１
分
科
会
へ
参
加 

 

分
科
会
の
テ
ー
マ
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
国
民
健
康
保

険
、
生
活
保
護
、
福
島
の
問

題
な
ど
、
と
て
も
幅
広
い
内

容
の
事
例
・
発
表
を
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

分科会の感想をお

聞かせください。 

 

動く分科会 

レポート 

【題字写真】知覧・武者屋敷 

 薩摩藩では領地を113の地区

にわけて、「麓」と呼ばれる

武家集落を作り、武士団を集

結させることなく分散して統

治にあたらせた。知覧の武者

屋敷もその一つ。石垣と生垣

に当時の面影が残る。 

 

動
く
分
科
会
に
は
３
８
名

が
参
加
し
て
、
知
覧
特
攻
平

和
会
館
と
九
州
電
力
原
発
資

料
館
を
見
学
し
、
川
内
原
発

再
稼
働
に
反
対
す
る
久
美
崎

海
岸
テ
ン
ト
村
で
交
流
す
る

な
ど
、
平
和
と
原
発
問
題
で

学
び
、
交
流
す
る
場
と
な
り

ま
し
た
。
安
倍
政
権
が
戦
争

法
案
や
原
発
再
稼
働
で
暴
走

す
る
も
と
で
の
分
科
会
と
な

り
、
参
加
者
か
ら
は
、
戦
争

す
る
国
づ
く
り
や
原
発
再
稼

働
を
絶
対
に
許
さ
な
い
決
意

が
語
ら
れ
ま
し
た
。 
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第
１
分
科
会
（
医
療
・
福
祉
） 

 

「
権
利
と
し
て
の
社
会
保

障
」
を
否
定
し
、
「
金
で
買

う
社
会
保
障
」
に
変
え
、
医

療
を
新
し
い
産
業
の
柱
に
し

よ
う
と
す
る
政
府
の
社
会
保

障
一
体
改
悪
。
こ
う
し
た
中

で
医
療
過
疎
と
呼
ば
れ
る
地

域
で
、
医
療
・
福
祉
を
守
り

発
展
さ
せ
る
様
々
な
と
り
く

み
、
地
域
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
被
災
者
健
診
な
ど
様
々
な

運
動
交
流
が
行
わ
れ
た
。 

 

第
２
分
科
会
（
救
急
医
療
か
ら
み

た
地
域
包
括
ケ
ア
） 

 

在
宅
で
の
看
取
り
を
支
え

る
診
療
、
訪
問
看
護
・
リ
ハ

ビ
リ
を
加
え
た
在
宅
系
事
業

と
い
う
テ
ー
マ
で
交
流
。
亡

く
な
る
直
前
ま
で
デ
イ
ケ
ア

に
通
え
た
症
例
、
地
震
に
際

し
て
の
防
災
対
策
を
通
し
て

の
人
と
の
つ
な
が
り
な
ど
の

報
告
が
あ
っ
た
。
病
院
・
診

療
所
や
介
護
事
業
者
と
の
間

で
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確

立
が
重
要
と
確
認
。 

 

第
３
分
科
会
（
健
診
・
地
域
で
の

健
康
づ
く
り 

） 

良
く
な
い
生
活
習
慣
を
排
除

し
、
良
い
生
活
習
慣
を
す
す

め
る
こ
と
が
予
防
。
様
々
な

現
場
で
の
実
践
、
職
場
の
健

康
づ
く
り
、
班
ぐ
る
み
の
健

康
づ
く
り
運
動
の
報
告
。
実

技
と
し
て
、
「
足
指
力
計
測

定
」
と
認
知
症
予
防
・
転
倒

防
止
予
防
の
デ
ュ
ア
ル
タ
ス

ク
法
「
す
っ
き
り
は
れ
ば
れ

体
操
」
が
紹
介
さ
れ
楽
し
く

交
流
。 

 

◆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

玉
江
末
広
さ
ん 

(

鹿
児
島
生
協
病
院
・
小
児
科
医
師)

 

◆
パ
ネ
リ
ス
ト 

下
之
薗
優
貴
さ
ん 

(

白
鳥
法
律
事
務
所
・
弁
護
士) 

福
本
竹
虎
さ
ん 

(

県
立
高
校
・
教
諭) 

徳
永
王
朝
さ
ん 

(

鹿
児
島
生
協
病
院
・
小
児
科
医
師)

 

天
羽
浩
一
さ
ん 

(

社
会
福
祉
士) 

 

深
刻
な
子
ど
も
の
貧

困
問
題
を
市
民
と
も
に

考
え
よ
う
と
約
８
０
名

が
参
加
し
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

第
４
分
科
会
（
看
護
ケ
ア
の
質
） 

 

乳
が
ん
・
排
泄
ケ
ア
・
緩

和
ケ
ア
の
認
定
看
護
師
の
連

携
で
看
護
を
行
っ
た
実
践
、

不
安
の
強
い
患
者
へ
の
タ
ッ

チ
ン
グ
を
通
し
て
の
看
護
、

医
療
を
受
け
る
と
き
の
様
々

な
不
安
や
恐
怖
感
を
予
防
し

た
り
緩
和
し
た
り
す
る
な
ど

の
実
践
、
患
者
・
家
族
に
寄

り
そ
っ
た
終
末
期
の
医
療
・

看
護
・
介
護
実
践
な
ど
看
護

現
場
に
お
け
る
ケ
ア
の
質
向

上
の
と
り
く
み
交
流
が
行
わ

れ
た
。 

1分科会 

4分科会 

3分科会 

2分科会 


